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続の質(Quality of Judicial Process)の３つの詳細指標から構成されます。そ
のうち「司法手続の質」の項目は、２０１５年までの「手続の複雑さ」項目に
代わって２０１６年、新たに導入されました。世界銀行は「司法手続の質」項
目の具体的な評価要素として、➀ 法院の構造と手続(Court structure and
proceedings) 、 ➁ 事 件 管 理 (Case management) 、 ➂ 法 院 自 動 化 (Court





























































































































































































































u 文書、電子文書の概念の見直し = 大法院の事実審の充実化司法制度
改善委員会の推進課題のうち、「文書提出命令制度の改善、韓国型ディ
スカバリー制度の導入」とともに検討すべき問題。
u 米国では2006年12月1日、連邦民事訴訟規則(Federal Rules of Civil
Procedure)を改正し、ESI(Electronically Stored Information)を証拠
開示の対象に含む。
u 電子証拠開示(e-discovery)は、Artificial Intelligence and the
Lawの活躍分野の一つ。
37
知識基盤社会、人間中心社会における司法府の役割または電子
訴訟の意味
超未来時代に備えた司法情報化と民事訴訟法学の課題は数え切
れないほど多い。
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